
(57)【要約】

【課題】高速で回転させた場合の耐久性に優れたボール

ねじを提供する。

【解決手段】戻し路の立ち上がり面（貫通穴２２の溝側

の面）２２ｂとナット２のボール転動溝２１との境界部

２５に、曲率半径Ｒがボール３の直径の０．０５倍以上

である丸みを設ける。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
外 周 面 に 螺 旋 状 の ボ ー ル 転 動 溝 を 有 す る ね じ 軸 と 、 内 周 面 に 螺 旋 状 の ボ ー ル 転 動 溝 を 有 す
る ナ ッ ト と 、 こ れ ら の ボ ー ル 転 動 溝 で 形 成 さ れ る 軌 道 内 に 配 置 さ れ た 複 数 の ボ ー ル と 、 軌
道 の 終 点 か ら 始 点 へ ボ ー ル を 移 動 さ せ る 戻 し 路 と を 備 え 、 戻 し 路 の 両 端 部 は 、 ナ ッ ト の ボ
ー ル 転 動 溝 か ら 立 ち 上 が る 立 ち 上 が り 面 と 、 こ の 立 ち 上 が り 面 に 対 向 配 置 さ れ て 軌 道 端 を
な す 止 め 部 と を 有 す る ボ ー ル ね じ に お い て 、
前 記 立 ち 上 が り 面 と ボ ー ル 転 動 溝 と の 境 界 部 に 、 曲 率 半 径 が ボ ー ル の 直 径 の ０ ． ０ ５ 倍 以
上 で あ る 丸 み を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ボ ー ル ね じ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 丸 み は 砥 粒 流 動 加 工 法 に よ り 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の ボ ー ル ね じ 。
【 請 求 項 ３ 】
隣 り 合 う ボ ー ル 間 に 、 略 円 柱 体 の ２ つ の 底 面 に ボ ー ル を 受 け る 凹 面 を 有 す る 形 状 の 保 持 ピ
ー ス が 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ボ ー ル ね じ 。
【 請 求 項 ４ 】
隣 り 合 う ボ ー ル 間 に 、 当 該 ボ ー ル よ り 小 さ な 球 状 体 が 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ 記
載 の ボ ー ル ね じ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 軌 道 と 戻 し 路 と の 境 界 部 分 に 特 徴 を 有 す る ボ ー ル ね じ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の ボ ー ル ね じ の 一 例 を 図 ６ （ 斜 視 図 ） お よ び ７ （ 断 面 図 ） に 示 す 。 こ の ボ ー ル ね じ は
、 ボ ー ル の 戻 し 路 と し て チ ュ ー ブ を 用 い る チ ュ ー ブ 式 ボ ー ル ね じ で あ り 、 ね じ 軸 １ と ナ ッ
ト ２ と ボ ー ル ３ と チ ュ ー ブ ４ と で 構 成 さ れ て い る 。 図 ６ の 符 号 ５ は チ ュ ー ブ ４ を ナ ッ ト ２
に 固 定 す る チ ュ ー ブ 押 え で あ り 、 図 ７ で は こ の チ ュ ー ブ 押 え ５ が 省 略 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ね じ 軸 １ の 外 周 面 と ナ ッ ト ２ の 内 周 面 に は 螺 旋 状 の 溝 １ １ ， ２ １ が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ
ら の 螺 旋 溝 １ １ ， ２ １ で ボ ー ル ３ の 軌 道 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 ボ ー ル ３ が こ の 軌 道
を 負 荷 状 態 で 転 動 す る こ と に よ り 、 ナ ッ ト ２ は ね じ 軸 １ に 対 し て 相 対 的 に 直 線 移 動 す る 。
す な わ ち 、 ね じ 軸 １ お よ び ナ ッ ト ２ の 螺 旋 溝 １ １ ， ２ １ が ボ ー ル 転 動 溝 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
チ ュ ー ブ ４ は 略 門 形 に 形 成 さ れ 、 そ の 両 端 部 が 、 ナ ッ ト ２ を な す 円 筒 に 設 け た 貫 通 穴 ２ ２
内 に 挿 入 さ れ 、 軌 道 の 始 点 と 終 点 を 連 結 す る よ う に 、 ね じ 軸 １ を 挟 ん で 斜 向 か い に 配 置 さ
れ て い る 。 し た が っ て 、 軌 道 の 終 点 に 達 し た ボ ー ル ３ は こ の チ ュ ー ブ ４ を 通 っ て 軌 道 の 始
点 に 戻 さ れ る 。 こ の 例 で は 、 ボ ー ル 循 環 経 路 （ 軌 道 ＋ 戻 し 路 ） を ２ つ 有 す る た め 、 チ ュ ー
ブ ４ を ２ 本 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 ８ は 、 こ の ボ ー ル ね じ の 部 分 断 面 図 で あ っ て 、 軌 道 と 戻 し 路 と の 境 界 部 分 を 示 す 。 こ の
図 に 示 す よ う に 、 ナ ッ ト ２ に は 、 外 周 面 か ら ボ ー ル 転 動 溝 ２ １ に 向 け て 貫 通 穴 ２ ２ が 形 成
さ れ て お り 、 こ の 貫 通 穴 ２ ２ 内 に チ ュ ー ブ ４ の 端 部 が 配 置 さ れ て い る 。
こ の 貫 通 穴 ２ ２ は 、 チ ュ ー ブ ４ の 端 面 を 受 け る 段 差 部 ２ ２ ａ を 有 す る 。 こ れ に よ り 、 チ ュ
ー ブ ４ の 端 部 を 貫 通 穴 ２ ２ に 取 り 付 け た と き に 、 貫 通 穴 ２ ２ の 段 差 部 ２ ２ ａ よ り ボ ー ル 転
動 溝 ２ １ 側 の 面 （ 溝 側 の 面 ） ２ ２ ｂ が 、 チ ュ ー ブ ４ の 内 面 ４ １ と 一 致 す る よ う に し て あ る
。 こ の 溝 側 の 面 ２ ２ ｂ が 、 戻 し 路 の 端 部 が ナ ッ ト ２ の ボ ー ル 転 動 溝 ２ １ か ら 立 ち 上 が る 立
ち 上 が り 面 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 チ ュ ー ブ ４ の 端 部 に は 、 取 り 付 け 状 態 で 貫 通 穴 ２ ２ の 溝 側 の 面 ２ ２ ｂ に 対 向 配 置 さ
れ る タ ン グ ４ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の タ ン グ ４ ２ が 、 ね じ 軸 の ボ ー ル 軌 道 溝 １ １ の 底 面
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付 近 ま で 延 び 、 ボ ー ル 転 動 溝 １ １ ， ２ １ か ら な る 軌 道 ３ ０ の 端 部 を な す 止 め 部 と な っ て い
る 。
し た が っ て 、 軌 道 ３ ０ の 終 点 付 近 に 至 っ た ボ ー ル ３ は タ ン グ ４ ２ の 先 端 に 当 た っ て 掬 い 上
げ ら れ 、 貫 通 穴 ２ ２ の 溝 側 の 面 ２ ２ ｂ と タ ン グ ４ ２ と の 間 を 通 っ て チ ュ ー ブ ４ 内 に 導 か れ
る 。 ま た 、 チ ュ ー ブ ４ 内 を 移 動 し た ボ ー ル ３ ０ は 、 貫 通 穴 ２ ２ の 溝 側 の 面 ２ ２ ｂ と タ ン グ
４ ２ と の 間 を 通 っ て 軌 道 ３ ０ 内 に 導 か れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
前 述 の よ う な 従 来 の チ ュ ー ブ 式 ボ ー ル ね じ に は 、 戻 し 路 の 立 ち 上 が り 面 （ 貫 通 穴 ２ ２ の 溝
側 の 面 ） ２ ２ ｂ と ナ ッ ト ２ の ボ ー ル 転 動 溝 ２ １ と の 境 界 部 ２ ５ が 、 ボ ー ル ３ の ス ム ー ズ な
移 動 を 妨 げ る と い う 問 題 点 が あ る 。 こ の 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 下 記 の 特 許 文 献 １ に は
、 角 張 っ て い る 境 界 部 ２ ５ を 削 り 取 っ て 滑 ら か な 形 状 （ 例 え ば 符 号 ２ ７ で 示 す 面 形 状 ） に
加 工 す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － １ ４ １ ０ １ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 記 公 報 に 記 載 の 方 法 で は 、 特 に 、 ボ ー ル ね じ を 高 速 で 回 転 さ せ た 場 合 の
耐 久 性 に 関 し て 改 良 の 余 地 が あ る 。
本 発 明 は 、 高 速 で 回 転 さ せ た 場 合 の 耐 久 性 に 優 れ た ボ ー ル ね じ を 提 供 す る こ と を 課 題 と す
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 外 周 面 に 螺 旋 状 の ボ ー ル 転 動 溝 を 有 す る ね じ 軸 と
、 内 周 面 に 螺 旋 状 の ボ ー ル 転 動 溝 を 有 す る ナ ッ ト と 、 こ れ ら の ボ ー ル 転 動 溝 で 形 成 さ れ る
軌 道 内 に 配 置 さ れ た 複 数 の ボ ー ル と 、 軌 道 の 終 点 か ら 始 点 へ ボ ー ル を 移 動 さ せ る 戻 し 路 と
を 備 え 、 戻 し 路 の 両 端 部 は 、 ナ ッ ト の ボ ー ル 転 動 溝 か ら 立 ち 上 が る 立 ち 上 が り 面 と 、 こ の
立 ち 上 が り 面 に 対 向 配 置 さ れ て 軌 道 端 を な す 止 め 部 と を 有 す る ボ ー ル ね じ に お い て 、 前 記
立 ち 上 が り 面 と ボ ー ル 転 動 溝 と の 境 界 部 に 、 曲 率 半 径 が ボ ー ル の 直 径 の ０ ． ０ ５ 倍 以 上 で
あ る 丸 み を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ボ ー ル ね じ を 提 供 す る 。 な お 、 前 記 丸 み は 砥 粒 流 動 加
工 法 に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ こ で 、 砥 粒 流 動 加 工 法 と は 、 例 え ば 炭 化 ケ イ 素 、 ダ イ ヤ モ ン ド 等 の 砥 粒 が 混 練 さ れ た 粘
弾 性 流 体 を 用 い た 表 面 除 去 （ 研 磨 ） 方 法 で あ り 、 加 工 物 の 加 工 箇 所 で こ の 粘 弾 性 流 体 を 流
動 さ せ て 、 こ の 流 体 中 の 砥 粒 を 加 工 箇 所 で 圧 接 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 加 工 箇 所 の 表 面 が
除 去 さ れ る 。
こ の ボ ー ル ね じ に よ れ ば 、 前 記 境 界 部 に 曲 率 半 径 が ボ ー ル の 直 径 の ０ ． ０ ５ 倍 以 上 で あ る
丸 み を 設 け た こ と で 、 丸 み の 曲 率 半 径 が ボ ー ル の 直 径 の ０ ． ０ ５ 倍 未 満 で あ る 場 合 よ り も
、 前 記 境 界 部 に ボ ー ル が 衝 突 し た 際 に ナ ッ ト に 生 じ る 応 力 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 ま
た 、 ナ ッ ト が 受 け る 衝 突 荷 重 の 低 下 に よ っ て 衝 突 に 伴 う 金 属 粉 の 発 生 を 抑 え る こ と が で き
る 。 こ れ に よ り 、 高 速 で 回 転 さ せ た 場 合 の 寿 命 が 長 く な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の ボ ー ル ね じ に お い て 、 隣 り 合 う ボ ー ル 間 に 、 略 円 柱 体 の ２ つ の 底 面 に ボ ー ル を 受
け る 凹 面 を 有 す る 形 状 の 保 持 ピ ー ス 、 あ る い は 、 ボ ー ル よ り 小 さ な 球 状 体 が 配 置 さ れ て い
る と 、 ボ ー ル 同 士 の 衝 突 や 競 り 合 い が 低 減 さ れ る た め 、 ボ ー ル の 寿 命 お よ び ボ ー ル 転 動 溝
の 寿 命 を さ ら に 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
図 １ は 、 こ の 実 施 形 態 の ボ ー ル ね じ の 部 分 断 面 図 で あ っ て 、 軌 道 と 戻 し 路 と の 境 界 部 分 を
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示 す 。 図 ２ は 、 図 １ の Ａ 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 の ボ ー ル ね じ の 前 記 境 界 部 分
以 外 の 構 成 は 、 図 ６ お よ び ７ に 示 す 従 来 の ボ ー ル ね じ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 ナ ッ ト ２ に は 、 外 周 面 か ら ボ ー ル 転 動 溝 ２ １ に 向 け て 貫 通 穴 ２ ２ が 形
成 さ れ て お り 、 こ の 貫 通 穴 ２ ２ 内 に チ ュ ー ブ ４ の 端 部 が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 貫 通 穴 ２ ２
は 、 チ ュ ー ブ ４ の 端 面 を 受 け る 段 差 部 ２ ２ ａ を 有 す る 。 こ れ に よ り 、 チ ュ ー ブ ４ の 端 部 を
貫 通 穴 ２ ２ に 取 り 付 け た と き に 、 貫 通 穴 ２ ２ の 段 差 部 ２ ２ ａ よ り ボ ー ル 転 動 溝 ２ １ 側 の 面
（ 溝 側 の 面 ） ２ ２ ｂ が 、 チ ュ ー ブ ４ の 内 面 ４ １ と 一 致 す る よ う に し て あ る 。 こ の 溝 側 の 面
２ ２ ｂ が 、 戻 し 路 の 端 部 が ナ ッ ト ２ の ボ ー ル 転 動 溝 ２ １ か ら 立 ち 上 が る 立 ち 上 が り 面 に 相
当 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 チ ュ ー ブ ４ の 端 部 に は 、 取 り 付 け 状 態 で 貫 通 穴 ２ ２ の 溝 側 の 面 ２ ２ ｂ に 対 向 配 置 さ
れ る タ ン グ ４ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の タ ン グ ４ ２ が 、 ね じ 軸 の ボ ー ル 軌 道 溝 １ １ の 底 面
付 近 ま で 延 び 、 ボ ー ル 転 動 溝 １ １ ， ２ １ か ら な る 軌 道 ３ ０ の 端 部 を な す 止 め 部 と な っ て い
る 。
ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 戻 し 路 の 立 ち 上 が り 面 （ 貫 通 穴 ２ ２ の ボ ー ル 転 動 溝 ２ １ 側 の 面
） ２ ２ ｂ と ナ ッ ト ２ の ボ ー ル 転 動 溝 ２ １ と の 境 界 部 ２ ５ に 、 曲 率 半 径 Ｒ が ボ ー ル ３ の 直 径
の ０ ． ０ ５ 倍 以 上 で あ る 丸 み が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ こ で 、 ナ ッ ト ２ に 切 削 加 工 に よ り 貫 通 穴 ２ ２ を 形 成 す る と 、 貫 通 穴 ２ ２ の ボ ー ル 転 動 溝
２ １ 側 の 面 （ 立 ち 上 が り 面 ） ２ ２ ｂ と ボ ー ル 転 動 溝 ２ １ と の 境 界 部 ２ ５ が 角 張 っ た 状 態 と
な る が 、 こ の 角 部 ２ ５ を 砥 粒 流 動 加 工 法 に よ り 除 去 す る こ と で 丸 み を 形 成 す る こ と が で き
る 。
こ の 丸 み の 曲 率 半 径 Ｒ だ け が 異 な る ボ ー ル ね じ を 作 製 し 、 各 ボ ー ル ね じ の 寿 命 を 調 べ る 試
験 を 行 っ た 。 す な わ ち 、 ナ ッ ト ２ に 切 削 加 工 で 貫 通 穴 ２ ２ を 形 成 し た 後 に 砥 粒 流 動 加 工 を
行 い 、 砥 粒 流 動 加 工 の 加 工 時 間 、 使 用 す る 粒 子 の 粒 度 、 圧 力 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 曲
率 半 径 Ｒ が 異 な る 丸 み を 、 各 ナ ッ ト ２ の 前 記 境 界 部 ２ ５ に 形 成 し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ボ ー ル ね じ と し て は 、 Ｎ Ｓ Ｋ ボ ー ル ね じ 「 Ｂ Ｓ ２ ５ ２ ０ 」 （ ボ ー ル の 直 径 Ｄ ｗ ： ４ ． ７ ６
２ ５ ｍ ｍ 、 ボ ー ル ピ ッ チ 円 の 直 径 Ｄ ｍ ： ２ ５ ． ５ ｍ ｍ ） を 用 い た 。 試 験 機 と し て は 、 Ｎ Ｓ
Ｋ 製 の ボ ー ル ね じ 耐 久 寿 命 試 験 機 を 用 い た 。 試 験 条 件 は 、 予 圧 荷 重 ： ５ ０ ０ Ｎ 、 試 験 荷 重
： １ ０ ０ ０ Ｎ （ ア キ シ ャ ル 荷 重 ） 、 回 転 速 度 （ ｎ ） ： ５ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 、 ス ト ロ ー
ク ： ５ ０ ０ ｍ ｍ 、 潤 滑 グ リ ー ス ： 昭 和 シ ェ ル 石 油 製 「 ア ル バ ニ ア Ｎ ｏ ． ２ 」 と し た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
各 ボ ー ル ね じ を 試 験 機 に か け 、 ね じ 軸 ま た は ナ ッ ト の ボ ー ル 転 動 溝 お よ び ボ ー ル の い ず れ
か に 剥 離 が 生 じ る ま で の 走 行 距 離 を 測 定 し 、 こ の 測 定 値 の 計 算 寿 命 に 対 す る 比 （ 計 算 寿 命
比 ） を 算 出 し た 。 こ の 試 験 に よ り 得 ら れ た 計 算 寿 命 比 と 「 Ｒ ／ Ｄ ｗ 」 と の 関 係 を 図 ３ に 、
計 算 寿 命 比 と 「 Ｄ ｍ ・ ｎ 」 値 と の 関 係 を 図 ４ に 、 そ れ ぞ れ グ ラ フ で 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ３ の グ ラ フ に は 、 「 Ｄ ｍ ・ ｎ 」 が １ ２ ７ ５ ０ ｒ ｐ ｍ ・ ｍ ｍ の と き と ７ ６ ５ ０ ０ ｒ ｐ ｍ ・
ｍ ｍ の と き の 結 果 が 示 さ れ て い る が 、 い ず れ の 場 合 も 「 Ｒ ／ Ｄ ｗ 」 が ０ ． ０ ５ 以 上 に な る
と 計 算 寿 命 比 が 著 し く 大 き く な っ て い る 。
図 ４ の グ ラ フ に は 、 「 Ｒ ／ Ｄ ｗ 」 が ０ ． ０ １ の と き と ０ ． ２ の と き の 結 果 が 示 さ れ て い る
。 こ の 図 か ら 分 か る よ う に 、 「 Ｒ ／ Ｄ ｗ 」 が ０ ． ０ １ の と き は 「 Ｄ ｍ ・ ｎ 」 が ７ ６ ５ ０ ０
ｒ ｐ ｍ ・ ｍ ｍ 以 上 に な る と 計 算 寿 命 比 は 著 し く 低 下 す る が 、 「 Ｒ ／ Ｄ ｗ 」 が ０ ． ２ の と き
は 「 Ｄ ｍ ・ ｎ 」 が ７ ６ ５ ０ ０ ｒ ｐ ｍ ・ ｍ ｍ 以 上 に な っ て も 計 算 寿 命 比 は さ ほ ど 低 下 し な い
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 上 の 結 果 か ら 分 か る よ う に 、 戻 し 路 の 立 ち 上 が り 面 （ 貫 通 穴 ２ ２ の 溝 側 の 面 ） ２ ２ ｂ と
ナ ッ ト ２ の ボ ー ル 転 動 溝 ２ １ と の 境 界 部 ２ ５ に 、 曲 率 半 径 Ｒ が ボ ー ル ３ の 直 径 の ０ ． ０ ５
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倍 以 上 で あ る 丸 み を 設 け る こ と で 、 「 Ｄ ｍ ・ ｎ 」 が ７ ６ ５ ０ ０ ｒ ｐ ｍ ・ ｍ ｍ 以 上 の 高 速 で
回 転 さ せ た 場 合 の 耐 久 性 に 優 れ た ボ ー ル ね じ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
な お 、 境 界 部 ２ ５ の 曲 率 半 径 Ｒ は 以 下 に 示 す 方 法 で 測 定 す る こ と が で き る 。 先 ず 、 図 ５ （
ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ボ ー ル ３ の 接 触 角 α 分 だ け 水 平 面 か ら 傾 く よ う に ナ ッ ト
２ を 固 定 す る 。 次 に 、 チ ュ ー ブ ４ の 端 部 を 挿 入 す る ナ ッ ト の 貫 通 穴 ２ ２ に 、 輪 郭 形 状 測 定
機 ６ の プ ロ ー ブ ６ １ を 入 れ 、 図 ５ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ナ ッ ト ２ の ボ ー ル 転 動 溝 ２ １ か ら
貫 通 穴 ２ ２ の 溝 側 の 面 ２ ２ ｂ に 向 け て プ ロ ー ブ ６ １ を 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 高 速 で 回 転 さ せ た 場 合 の 耐 久 性 に 優 れ た ボ ー ル ね
じ が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 相 当 す る ボ ー ル ね じ の 軌 道 と 戻 し 路 と の 境 界 部 分 を 示 す 断 面
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 試 験 結 果 か ら 得 ら れ た 計 算 寿 命 比 と 「 Ｒ ／ Ｄ ｗ 」 と の 関 係 を グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 試 験 結 果 か ら 得 ら れ た 計 算 寿 命 比 と 「 Ｄ ｍ ・ ｎ 」 値 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る
。
【 図 ５ 】 立 ち 上 が り 面 と ボ ー ル 転 動 溝 と の 境 界 部 の 曲 率 半 径 を 測 定 す る 方 法 を 説 明 す る 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 チ ュ ー ブ 式 ボ ー ル ね じ の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 チ ュ ー ブ 式 ボ ー ル ね じ の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ っ て 、 ナ ッ ト の み が 断 面 に な っ て
い る 。
【 図 ８ 】 従 来 の ボ ー ル ね じ の 軌 道 と 戻 し 路 と の 境 界 部 分 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ね じ 軸
１ １ 　 ね じ 軸 の ボ ー ル 転 動 溝 （ 螺 旋 状 の 溝 ）
２ 　 ナ ッ ト
２ １ 　 ナ ッ ト の ボ ー ル 転 動 溝 （ 螺 旋 状 の 溝 ）
２ ２ 　 ナ ッ ト の 貫 通 穴
２ ２ ａ 　 貫 通 穴 の 段 差 部
２ ２ ｂ 　 立 ち 上 が り 面 （ 貫 通 穴 の ボ ー ル 転 動 溝 側 の 面 ）
２ ５ 　 立 ち 上 が り 面 と ボ ー ル 転 動 溝 と の 境 界 部
３ 　 ボ ー ル
３ ０ 　 軌 道
４ 　 チ ュ ー ブ
４ １ 　 チ ュ ー ブ の 内 面
４ ２ 　 タ ン グ （ 軌 道 端 を な す 止 め 部 ）
５ 　 チ ュ ー ブ 押 え
６ 　 輪 郭 形 状 測 定 機
６ １ 　 プ ロ ー ブ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

(7) JP 2004-3600 A 2004.1.8



フロントページの続き

(72)発明者  加藤　将人
            群馬県前橋市鳥羽町７８番地　ＮＳＫプレシジョン株式会社内
Ｆターム(参考) 3J062 AB22  AC07  BA16  CD06  CD63

(8) JP 2004-3600 A 2004.1.8


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

